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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報の記録再生用光ディスクを収容する記録媒体トレイと；
　前記記録媒体トレイを出入可能に支持する筐体と；
　前記記録媒体トレイの前面に設けられる前面パネルと；
　前記記録媒体トレイを前記筐体内に保持固定する記録媒体トレイ保持機構と；
　前記前面パネルに設けられたイジェクトボタンと；
　前記イジェクトボタンの操作に応じて作動し，前記記録媒体トレイ保持機構による前記
記録媒体トレイの保持固定を電気的に解除するイジェクト手段と；
　前記イジェクトボタンよりも前記筐体の内部側に設けられたエマージェンシーボタンと
；
　前記エマージェンシーボタンによって押圧され，前記記録媒体トレイ保持機構による前
記記録媒体トレイの保持固定を強制的に解除するエマージェンシー解除手段と；
を備え，
　前記エマージェンシーボタンは，前記イジェクトボタンを前記前面パネルのパネル面と
平行な方向に移動させることによって，前記前面パネルの表面側に露出することを特徴と
する，記録媒体駆動装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の記録媒体駆動装置を備えたことを特徴とする，電子機器。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，記録媒体駆動装置に関する。詳しくは，記録媒体駆動装置における記録媒体
の取り出し手段に関する。
【背景技術】
【０００２】
　記録媒体駆動装置としての例えば光ディスク装置は，ＣＤやＤＶＤ等の情報記録再生媒
体である光ディスクのためのドライブ装置であり，光ディスクへ情報を記録したり，光デ
ィスクに記録された情報を再生したりすることができる装置である。
【０００３】
　光ディスク装置は，光ディスクを収容するディスクトレイと，ディスクトレイを収容す
る筐体とを有しており，ディスクトレイの前面には前面パネルが設けられる。このとき，
前面パネルには，ディスクトレイを筐体内に保持固定するディスクトレイ保持機構を解除
するためのイジェクトボタンが設けられる場合がある。光ディスク装置に電源が供給され
ているとき，イジェクトボタンを押圧することによって，ディスクトレイを筐体外部に排
出することができる。なお，特許文献１には，ディスクトレイを筐体内に保持固定するデ
ィスクトレイ保持機構に関する技術が提案されている。また，特許文献２には，情報記録
媒体の盗難や誤挿入を防止するロック手段に関する技術が提案されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２３４８００号公報
【特許文献２】特開平１１－１１９９１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一方，光ディスク装置の駆動において異常が発生した場合や光ディスクに電源が供給さ
れていない場合に備えて，光ディスクの取出しが可能なように，イジェクトボタンとは別
に，前面パネルにエマージェンシーボタンが設けられる場合がある。エマージェンシーボ
タンを押圧することによって，ディスクトレイを筐体内に保持固定するディスクトレイ保
持機構を強制的に解除することができる。そのため，光ディスク装置の異常発生時や電源
遮断時にも，ディスクトレイを筐体外部に排出することができ，光ディスクの取出しが可
能となる。
【０００６】
　しかし，上記エマージェンシーボタンの入口は小さな穴で形成されているため，エマー
ジェンシーボタンを押圧するためには，細い針金等をエマージェンシーボタンの入口穴に
通す必要があった。そのため，エマージェンシーボタンを押圧して，光ディスクを取り出
す際，その操作を迅速に行うことができないという問題があった。また，上記イジェクト
ボタンとエマージェンシーボタンとが別途に設けられているため，それぞれの操作を切り
分けて行う必要があり，操作が煩雑になるという問題があった。
【０００７】
　また，上記エマージェンシーボタンは前面パネルに設けられているため，第三者がエマ
ージェンシーボタンの位置を外観から視認することができ，誰でも光ディスク装置に収容
された光ディスクを取り出すことができるため，光ディスクが盗難されるおそれがあると
いう問題があった。
【０００８】
　そこで，本発明は，上記問題に鑑みてなされたものであり，本発明の目的とするところ
は，異常発生時等において記録媒体の取り出しを迅速かつ容易に行うことが可能であり，
記録媒体の盗難防止を図ることが可能な，新規かつ改良された記録媒体駆動装置を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　上記課題を解決するために，本発明のある観点によれば，情報の記録再生用記録媒体を
収容する記録媒体トレイと，記録媒体トレイを出入可能に支持する筐体と，記録媒体トレ
イの前面に設けられる前面パネルと，記録媒体トレイを筐体内に保持固定する記録媒体ト
レイ保持機構と，前面パネルに設けられたイジェクトボタンと，イジェクトボタンの操作
に応じて作動し，記録媒体トレイ保持機構による記録媒体トレイの保持固定を電気的に解
除するイジェクト手段と，イジェクトボタンの裏側に設けられた当接部と，イジェクトボ
タンの当接部によって押圧され，記録媒体トレイ保持機構による記録媒体トレイの保持固
定を強制的に解除するエマージェンシー解除手段と，を備え，イジェクト手段による記録
媒体トレイの保持固定の解除と，エマージェンシー解除手段による記録媒体トレイの保持
固定の解除との切り換えが，イジェクトボタンを前面パネルのパネル面と平行な方向に移
動させることによって行われることを特徴とする，記録媒体駆動装置が提供される。
 
【００１０】
　かかる構成により，ディスクトレイは，情報の記録再生用光ディスクを収容し，筐体は
，ディスクトレイを出入可能に支持し，前面パネルは，ディスクトレイの前面を覆い，デ
ィスクトレイ保持機構は，ディスクトレイを筐体内に保持固定する。イジェクト手段は，
前面パネルに設けられたイジェクトボタンの操作に応じて作動し，ディスクトレイ保持機
構によるディスクトレイの保持固定を電気的に解除する。当接部は，イジェクトボタンが
押圧されることによって，エマージェンシーボタンを押圧し，エマージェンシー解除手段
は，イジェクトボタンの当接部によって押圧されることによって，ディスクトレイ保持機
構によるディスクトレイの保持固定を強制的に解除する。
 
【００１１】
　また、かかる構成により，イジェクト手段によるディスクトレイの保持固定の解除と，
エマージェンシー解除手段によるディスクトレイの保持固定の解除は，イジェクトボタン
が前面パネルのパネル面と平行な方向に移動することによって切り換えが行われる。
 
【００１２】
　当接部とエマージェンシー解除手段の位置が一致した状態では，エマージェンシー解除
手段による記録媒体トレイの保持固定の解除が行われてもよい。かかる構成により，エマ
ージェンシー解除手段によるディスクトレイの保持固定の解除は，当接部とエマージェン
シー解除手段の位置が一致したときに行われる。
【００１３】
　記録媒体トレイ保持機構とイジェクトボタンとの間に移動可能に設けられた連結ピンを
更に備え，イジェクトボタンの当接部は，連結ピンの一端と当接する斜面カムからなり，
エマージェンシー解除手段は，イジェクトボタンを前面パネルの面方向に移動させた際に
，斜面カムによって駆動される連結ピンの他端によって押圧されてもよい。かかる構成に
より，連結ピンは，筐体の内部側において，ディスクトレイ保持機構とイジェクトボタン
との間で移動することができ，斜面カムは，連結ピンの一端と当接する。また，エマージ
ェンシー解除手段は，イジェクトボタンを前面パネルの面方向に移動させた際に，斜面カ
ムによって駆動される連結ピンの他端によって押圧される。
【００１４】
　また，上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，情報の記録再生用光デ
ィスクを収容する記録媒体トレイと，記録媒体トレイを出入可能に支持する筐体と，記録
媒体トレイの前面に設けられる前面パネルと，記録媒体トレイを筐体内に保持固定する記
録媒体トレイ保持機構と，前面パネルに設けられたイジェクトボタンと，イジェクトボタ
ンの操作に応じて作動し，記録媒体トレイ保持機構による記録媒体トレイの保持固定を電
気的に解除するイジェクト手段と，イジェクトボタンよりも筐体の内部側に設けられたエ
マージェンシーボタンと，エマージェンシーボタンによって押圧され，記録媒体トレイ保
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持機構による記録媒体トレイの保持固定を強制的に解除するエマージェンシー解除手段と
，を備え，エマージェンシーボタンは，イジェクトボタンを前面パネルのパネル面と平行
な方向に移動させることによって，前面パネルの表面側に露出することを特徴とする，記
録媒体駆動装置が提供される。
 
【００１５】
　かかる構成により，ディスクトレイは，情報の記録再生用光ディスクを収容し，筐体は
，ディスクトレイを出入可能に支持し，前面パネルは，ディスクトレイの前面を覆い，デ
ィスクトレイ保持機構は，ディスクトレイを筐体内に保持固定する。イジェクト手段は，
前面パネルに設けられたイジェクトボタンの操作に応じて作動し，ディスクトレイ保持機
構によるディスクトレイの保持固定を電気的に解除する。エマージェンシーボタンは，押
圧されることによって，エマージェンシー解除手段を押圧し，エマージェンシー解除手段
は，ディスクトレイ保持機構によるディスクトレイの保持固定を強制的に解除する。さら
に，エマージェンシーボタンは，イジェクトボタンを前面パネルのパネル面と平行な方向
に移動させることによって，前面パネルの表面側に露出する。
【００１６】
　また，上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，上記の記録媒体駆動装
置を備えたことを特徴とする，電子機器が提供される。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば，異常発生時等において記録媒体の取り出しを迅速かつ容易に行うこと
ができ，記録媒体の盗難防止を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下に添付図面を参照しながら，本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお，本明細書および図面において，実質的に同一の機能構成を有する構成要素について
は，同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１９】
　（第１の実施形態）
　まず，本発明の第１の実施形態にかかる光ディスク装置の構成について説明する。図１
は，本発明の第１の実施形態に係る光ディスク装置が搭載されたノート型パソコンを示す
斜視図である。図２は，本実施形態に係る光ディスク装置を示す分解斜視図である。図３
及び図４は，本実施形態に係るディスクトレイの裏面を示す平面図である。
【００２０】
　光ディスク装置１（記録媒体駆動装置）は，ＣＤ（compact disk），ＤＶＤ（digital 
versatile disk）等の情報記録再生媒体である光ディスク４（記録媒体）に情報を記録及
び／又は再生する装置であり，図１に示すように，例えばノート型パソコン２等の電子機
器に搭載される。図２に示すように，光ディスク装置１は，情報の記録再生用光ディスク
４を収容するディスクトレイ６（記録媒体トレイ）と，ディスクトレイ６を出入可能に支
持する筐体８と，ディスクトレイ６の前面に設けられる前面パネル１００と，ディスクト
レイ６を筐体８内に保持固定するディスクトレイ保持機構１８（記録媒体トレイ保持機構
）と，光ディスク４に記録された情報の再生を行い，光ディスク４に情報を記録する光ピ
ックアップユニット１０と，から構成される。以下に，光ディスク装置１の各構成要素に
ついて説明する。
【００２１】
　ディスクトレイ６は，光ディスク４を収納する収納凹部１２と，収納凹部１２に形成さ
れた開口部１４と，ディスクトレイ６の側部に形成されたガイド突条１６とを有する。収
納凹部１２は，ディスクトレイ６の主面６ｂから窪んだ略円形の凹部からなる。開口部１
４は，収納凹部１２の略中央部からディスクトレイの前面６ａ側にかけて形成される。開
口部１４は，光ディスク４が設置されるディスクトレイ６の主面６ｂ側に，ディスクテー
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ブル１５４と対物レンズ１５６とを露出させる。ガイド突条１６は，ディスクトレイ６の
側部において，ディスクトレイの前面６ａから背面６ｄにかけて溝状に形成される。
【００２２】
　ディスクトレイ６の主面６ｂには，上述のとおり，略円形の収納凹部１２が形成され，
ディスクトレイ６の裏面６ｃ側には，図３及び図４に示すように，光ピックアップユニッ
ト１０が収容される収納部２４と，ディスクトレイ６を筐体８内部に保持するディスクト
レイ保持機構１８が形成される。収納部２４には，複数の係合突起２６が設けられる。係
合突起２６は，略円柱形状を有しており，光ピックアップユニット１０のベースシャーシ
に設けられた複数の係合孔（図示せず。）と係合される。収納部２４の係合突起２６と，
光ピックアップユニット１０の係合孔とが係合されることにより，ディスクトレイ６と光
ピックアップユニット１０とが接続される。
【００２３】
　筐体８は，ディスクトレイ６を出入可能に保持する本体部８ｂと，本体部８ｂを被覆す
るカバー部８ａとからなる。筐体８は，カバー部８ａと本体部８ｂとを組み合わせて形成
される。筐体８の本体部８ｂは，一端側が開放され，開放された一端側と対向する他端側
は，背面壁２８ａが形成される。また，開放端側と背面壁２８ａとを結んだ縁部には，側
壁２８ｂ，２８ｃが形成される。
【００２４】
　側壁２８ｂ，２８ｃには，ガイドレール３０が配設される。ガイドレール３０は，背面
壁２８ａから開放端側にかけて，断面が略コ字形状で形成される。そして，コ字形状の凹
部３０ａを筐体８の内部側に向けて配設される。ガイドレール３０には，ガイド部材２０
が摺動可能なように係合される。ガイド部材２０は，断面が略コ字形状に形成され，ディ
スクトレイ６の側部を挟持して係合される。また，ガイドレール３０には，ストッパー片
２２が形成される。ストッパー片２２は，ガイド部材２０の摺動領域を規制し，ディスク
トレイ６が所定の長さ以上に筐体８より引き出されることを防止する。
【００２５】
　筐体８の本体部８ｂには，係合凸部３６が設けられる。係合凸部３６は，略円柱形状で
形成され，ディスクトレイ６を筐体８内部に保持するディスクトレイ保持機構１８に係合
される。また，本体部８ｂには，背面壁２８ａと側壁２８ｂと接するように配線基板３４
が設けられる。配線基板３４は，駆動回路が形成され，外部機器との接続をするためのコ
ネクタなどの電子部品が実装される。配線基板３４には，光ピックアップユニット１０と
接続されるＦＰＣ（flexible printed
circuit）３８が取り付けられる。前面パネル１００は，図２に示すように，ディスクト
レイ６の前面に設けられる。なお，ディスクトレイ６の前面とは，筐体８の開放端側であ
り，筐体８からディスクトレイ６が出入する側である。
【００２６】
　ディスクトレイ保持機構１８は，図３及び図４に示すように，ディスクトレイ６を筐体
８内部に係合する係合機構４０と，ディスクトレイ６を筐体８外部へ付勢する付勢機構５
０とを有する。ディスクトレイ保持機構１８は，ディスクトレイ６の裏面６ｃ側に形成さ
れる。
【００２７】
　付勢機構５０は，図３及び図４に示すように，ディスクトレイ６の裏面６ｃに設けられ
る。付勢機構５０は，ばね収容部５２とコイルばね５４と押し出し部材５６とを有する。
ばね収容部５２は，コイルばね５４を収容するように，壁で囲まれて形成されており，さ
らに収納壁５２ａと段差部５２ｃとが形成されている。収納壁５２ａには，押し出し部材
５６が貫通する挿通孔５２ｂが設けられる。段差部５２ｃは，ばね収容部５２の側壁間の
幅が異なる部分であり，押し出し部材５６のフランジ５６ａが段差部５２ｃで突き当たる
ように形成される。
【００２８】
　コイルばね５４は，ばね収容部５２に収容され，ばね収容部５２の収容壁５２ａと押し
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出し部材５６のフランジ５６ａとの間に設けられる。コイルばね５４の中空部には，押し
出し部材５６が設けられ，押し出し部材５６はコイルばね５４の中空部を通過できる。押
し出し部材５６は棒状に形成され，ディスクトレイ６から出入可能となるように設けられ
る。押し出し部材の軸方向中間部には，他の部分よりも一部径が太く形成されたフランジ
５６ａが形成される。
【００２９】
　係合機構４０は，図３～図６に示すように，係合片４２と，回動片４４と，プランジャ
ー４７と，押圧片４８とを有する。係合片４２は，図５及び図６に示すように，ディスク
トレイ６に設けられ，係合凸部３６を係合する方向に回動付勢される。係合片４２は，先
端部に係合部６０が形成された胴体部６１と，胴体部６１の基端側に設けられ，係合片４
２の回動支点となる支柱部６２と，回動片４４と接触される接触部６３と，イジェクトボ
タンの裏面に形成されたエマージェンシー解除部６４とを有する。係合片４２は，胴体部
６１の先端側から係合凸部３６の進行方向に向かって矢印Ａ方向に膨出する傾斜面６６が
形成され，この傾斜面６６の膨出端に鉤状の係合部６０が形成される。
【００３０】
　回動片４４は，係合片４２の接触部６３を押圧して回動領域を規制する規制突部７１と
，回動片４４の回動支点となる支柱部７２と，押圧片４８と接触し押圧される接触部７３
と，プランジャー４７と接続された接続部７４とからなる。回動片４４は，支柱部７２に
捻りコイルばね７５が巻回されることにより，図５及び図６の矢印Ｂ方向に常時回動付勢
される。規制突部７１は，係合片４２が図５及び図６の矢印Ｄ方向に付勢されることによ
って，係合片４２の接触部６３と常に当接される。回動片４４が矢印Ｂ方向又は反矢印Ｂ
方向に回動されることにより，接触部６３を介して係合片４２の回動領域が規制される。
【００３１】
　接触部７３は，押圧片４８との接触箇所に膨出部７６が形成される。接続部７４は，回
動片４４の一面側に突起部７４ａが形成される。突起部７４ａは，プランジャー４７に形
成された接続孔４７ａに挿入される。また，接触部７３と接続部７４との間には，スリッ
ト７７が形成される。スリット７７が設けられることにより，押圧片４８に押圧される接
触部７３は弾性変形することができる。また，ディスクトレイ６には，ストッパー壁９７
が形成されており，ストッパー壁９７は，回動片４４が矢印Ｂ方向に付勢されて過剰に回
動することを規制することができる。
【００３２】
　鉄芯コイル４６は，中空状の鉄芯８２にコイル８０が巻回されて形成され，その中空部
にプランジャー４７の挿通軸８５が挿入される。鉄芯コイル４６は，マグネット（図示せ
ず。）を内蔵しており，マグネットは，挿通軸８５を図５及び図６の矢印Ｃ方向に磁気吸
引する。
【００３３】
　押圧片４８は，筐体８側に設けられた係合凸部３６に接触，押圧されるアーム部８９と
，アーム部８９の基端部に設けられ，押圧片４８の回動支点となる支柱部９０と，回動片
４４の接触部７３を押圧して回動片４４を回動させる押圧部９１とを有する。押圧片４８
には，支柱部９０に捻りコイルばね９２が巻回される。捻りコイルばね９２は，一端が押
圧片４８に係止され，他端がディスクトレイ６の裏面６ｃに形成された係止部材９５に係
止されている。係止部材９５は，半円形の係止片９５ａと，矩形の係止片９５ｂとから形
成され，係止片９５ａ，９５ｂは互いに間隔を隔てて形成される。捻りコイルばね９２は
，半円形の係止片９５ａのほうに掛けられる。
【００３４】
　捻りコイルばね９２は，押圧片４８を定位置に保持させる。この定位置とは，押圧片４
８のアーム部８９が係合凸部３６の移動軌跡上に交差する位置である。具体的には，係合
凸部３６が図５及び図６の矢印Ｅ方向に移動し，アーム部８９が押圧されて，押圧片４８
が矢印Ｄ方向に回動した後，押圧片４８は，捻りコイルばね９２によって，上記の定位置
に戻される。また，回動片４４が矢印Ｂ方向に回動して，押圧片４８が反矢印Ｄ方向に回
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動して，押圧片４８が反矢印Ｄ方向に回動した後も，押圧片４８は，捻りコイルばね９２
によって，上記の定位置に戻される。
【００３５】
　また，押圧片４８付近には，ストッパー９６が設けられる。ストッパー９６は，例えば
円柱形状の突起であり，ディスクトレイ６の裏面６ｃに設けられる。ストッパー９６は，
押圧片４８が反矢印Ｄ方向に過剰に回動されることを防止できる。
【００３６】
　光ピックアップユニット１０は，ディスクトレイ６の裏面６ｃ側の収納部２４に設けら
れる。光ピックアップユニット１０は，光ピックアップユニット１０の上面側を覆うカバ
ー部材１５０と，下面側を覆う底板１５２とによって挟持される。光ピックアップユニッ
ト１０は，ユニット本体を構成するベースシャーシと，ベースシャーシと一体的に形成さ
れ，光ディスク４が取り付けられるディスクテーブル１５４と，ディスクテーブル１５４
に載置された光ディスク４に対して情報信号の記録又は再生を行う光ピックアップ装置と
，光ピックアップ装置を光ディスク４の径方向にわたって移動させるピックアップ移動機
構と，光ピックアップ装置のピックアップ移動機構による移動をガイドする一対のガイド
軸と，ガイド軸の傾きを調整することにより光ピックアップ装置に設けられた対物レンズ
１５６と，光ディスク４の信号記録面との相対的な傾きを調整するスキュー調整機構とを
有する。なお，本実施形態は，一般的な光ピックアップユニット１０を採用することがで
きることから，光ピックアップユニット１０の詳細な構成及び動作については省略する。
【００３７】
　次に，本発明の第１の実施形態にかかるディスクトレイ６及びディスクトレイ保持機構
１８の動作について説明する。光ディスク装置１が，光ディスク４を筐体８外へ排出する
とき，筐体８は，図５に示すように，回動片４４が矢印Ｂ方向に付勢されて，ディスクト
レイ６に設けられたストッパー壁９７に当接される。また，係合片４２は，回動片４４の
規制突部７１によって接触部６３が反矢印Ａ方向に回動され，係合部６０が係合凸部３６
の移動軌跡上より退避された位置に保持される。従って，係合凸部３６が立設された筐体
８の本体部８ｂとディスクトレイ６との係合は解除され，ディスクトレイ６に設けられた
コイルばね５４の付勢力を受けた押し出し部材５６が本体部８ｂの背面壁２８ａを付勢し
てディスクトレイ６が筐体８から排出される。
【００３８】
　次に，ディスクトレイ６を筐体８内部に収容する動作について説明する。ディスクトレ
イ６の収納凹部１２に光ディスク４が載置され，ユーザによってディスクトレイ６が筐体
８内に挿入されると，本体部８ｂに立設された係合凸部３６が図５中矢印Ｅ方向に進み，
押圧片４８のアーム部８９と接触して，アーム部８９を図６中矢印Ｄ方向に回動させる。
アーム部８９が回動することにより押圧片４８の押圧部９１が回動片４４の接触部７３を
押圧して，回動片４４を図６中反矢印Ｂ方向に回動させる。回動片４４の接続部７４に接
続されているプランジャー４７は，挿通軸８５が鉄芯コイル４６内に深く挿入されて，鉄
芯コイル４６内に配設されたマグネットに磁気吸着される。
【００３９】
　このとき，押圧片４８の押圧部９１と接触する接触部７３には膨出部７６が形成されて
いるため，押圧片４８は，膨出部７６を押圧することにより確実に回動片４４を反矢印Ｂ
方向に回動させ，プランジャー４７を鉄芯コイル４６に内蔵されたマグネットと吸着させ
ることができる。また，回動片４４は，接触部７３と接続部７４との間にスリット７７が
形成され，接触部７３が弾性変位可能とされているため，接触部７３が押圧片４８に過剰
に押圧されたときにも接触部７３を撓ませて押圧力を吸収できる。
【００４０】
　これによりプランジャー４７及び回動片４４は，捻りコイルばね７５の付勢力に対抗し
て図６中反矢印Ｂ方向に回動され保持される。係合片４２は，回動片４４の規制突部７１
が反矢印Ｂ方向に回動されることにより，矢印Ａ方向へ回動領域が広がり，図６に示すよ
うに，係合部６０が係合凸部３６の移動軌跡上に位置される。
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【００４１】
　さらにディスクトレイ６が筐体８内に挿入されると，係合凸部３６は，係合片４２の胴
体部６１の先端に設けられた傾斜面６６を反矢印Ａ方向に回動させながら図６中矢印Ｅ方
向に進み，係合部６０に係合される。これにより，ディスクトレイ６と筐体８の本体部８
ｂとが係合される。
【００４２】
　このとき，押し出し部材５６は，図４に示すように，本体部８ｂの背面壁２８ａから押
し戻されて，フランジ５６ａによりコイルばね５４を前面６ａ側に圧縮しながら前面６ａ
側に移動する。コイルばね５４は，前面６ａ側の端部がばね収納部５２の収納壁５２ａに
係止されているため，フランジ５６ａに押圧されて圧縮することにより，フランジ５６ａ
を背面６ｄ側に付勢する付勢力を保持している。即ち，ディスクトレイ６は，本体部８ｂ
を背面６ｄ側に付勢しながら本体部８ｂに突設されている係合凸部３６を係合片４２で係
合することにより筐体８内に保持されている。
【００４３】
　次に，イジェクト手段，即ち光ディスク４のイジェクトスイッチ（図示せず。）が押圧
されたときの動作について説明する。光ディスク装置１全体の動作を制御する制御回路は
，イジェクトスイッチが押されたかどうかを判断する。次に，制御回路は，イジェクトス
イッチが押されたことを検出すると，光ピックアップ装置（図示せず。）をリードインエ
リアの開始位置まで移動する。次に，光ピックアップ装置がリードインエリアの開始位置
に移動すると，制御回路は，プランジャー４７を磁気吸引するマグネットの磁力をキャン
セルさせるために鉄芯コイル４６に電力を供給してディスクトレイ６の係合機構と筐体８
の係合凸部３６との係合を解除する。すると，光ディスク４が装着されているディスクト
レイ６は，コイルばね５４の付勢力によって筐体８外に排出される。
【００４４】
　具体的に，ディスクトレイ６を筐体８より排出する際には，ディスクトレイ６の操作部
（図示せず。）から操作信号を受けた制御回路によって，鉄芯コイル４６に内蔵されたマ
グネットの磁力をキャンセルするような電流を供給するように制御される。従って，回動
片４４は，捻りコイルばね７５の付勢力によって，図５中矢印Ｂ方向に回動される。係合
片４２は，規制突部７１が矢印Ｂ方向に回動されることによって，反矢印Ａ方向へ回動さ
れ，係合部６０が係合凸部３６の移動軌跡上から退避される。これにより，係合部６０か
ら係合凸部３６が外れ，ディスクトレイ６と筐体８の本体部８ｂとの係合が解除される。
【００４５】
　このとき，押し出し部材５６は，コイルばね５４の付勢力と同等の反力を背面壁２８ａ
から受けて，フランジ５６ａによりコイルばね５４を前面６ａ側に押し戻す。コイルばね
５４は，前面６ａ側端部がばね収納部５２の収納壁５２ａに係止されているため，この収
納壁５２ａを前面６ａ側に押し出しながら伸長していく。これによりディスクトレイ６は
筐体８の開放端側に押し出され，前面６ａ側が筐体８の開放端側に排出される。
【００４６】
　なお，回動片４４が矢印Ｂ方向に回動されることにより，押圧片４８の押圧部９１が回
動片４４の接触部７３と衝突して反矢印Ｄ方向に回動されたときにも，アーム部８９がス
トッパー９６に係止されるため，過剰にアーム部８９が過剰に回動して係合凸部３６の移
動軌跡上に位置されなくなる事態は防止される。また，押圧片４８に巻回された捻りコイ
ルばね９２は，ディスクトレイ６の裏面６ｃに形成された係止部材９５によって係止位置
が適正な位置に規制され，最適な付勢力を押圧片４８に与えている。従って，押圧片４８
は，係合凸部３６や回動片４４に押圧されて矢印Ｄ方向又は反矢印Ｄ方向に回動されたと
きにおいても，係合凸部３６の移動軌跡上にアーム部８９が交差する元の位置に戻される
。
【００４７】
　次に，エマージェンシー解除手段，即ちエマージェンシー解除部６４が押圧されたとき
の動作について説明する。エマージェンシー解除部６４が押圧されると，係合片４２は，
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図５中反矢印Ａ方向に回動される。係合片４２が反矢印Ａ方向に回動されると，係合部６
０は，係合凸部３６の移動軌跡上より退避され，係合凸部３６との係合が解除される。そ
の結果，ディスクトレイ６と本体部８ｂとの係合が解除され，ディスクトレイ６は付勢機
構５０によって本体部８ｂ外へ押し出される。
【００４８】
　このように，本実施形態では，ディスクトレイ保持機構１８によるディスクトレイ６の
保持機構を解除する手段として，イジェクトスイッチ（図示せず。）の押圧によりプラン
ジャー４７の磁気吸引を解除する手段（イジェクト手段）と，エマージェンシー解除部６
４の押圧により解除する手段（エマージェンシー解除手段）の２つを備えている。
【００４９】
　次に，図７及び図８を参照して，本発明の第１の実施形態に係る光ディスク装置のイジ
ェクトボタンについて説明する。図７は，本実施形態に係る前面パネルを示す正面図であ
る。図８は，本実施形態に係る前面パネルを示す断面図であって，図７中に示す一点鎖線
Ｉ－Ｉに沿った断面を示す図である。ここで，図８（ａ），（ｂ）は図７（ａ）の状態に
対応しており，図８（ｃ），（ｄ）は図７（ｂ）の状態に対応している。
【００５０】
　前面パネル１００は，図１に示すように，ディスクトレイ６の前面に設けられる。前面
パネル１００には，図８に示すように，光ディスク４のイジェクト操作をするためのイジ
ェクトボタン１０２と，イジェクトボタン１０２を前面パネル１００の面内方向に摺動す
ることができるボタン孔１１４とが設けられる。
【００５１】
　イジェクトボタン１０２は，前面パネル１００の前面に露出したボタン部１１０と，エ
マージェンシー解除部６４を当接する当接部１１２と，ボタン部１１０の裏側に設けられ
たボタン押さえ材１１６とを有する。ボタン部１１０は，前面パネル１００の前面側に露
出しており，ボタン孔１１４に挿入されて設けられる。当接部１１２は，ボタン部１１０
と接続されており，当接部１１２の先端である先端部１１８がエマージェンシー解除部６
４と当接できるように構成されている。当接部１１２の長さは，後述するイジェクトボタ
ン１０２の操作に応じて変化する先端部１１８とエマージェンシー解除部６４との位置関
係によって決定される。
【００５２】
　ボタン押さえ材１１６は，ボタン孔１１４の開口面積よりも広い面積を有しており，イ
ジェクトボタン１０２が前面パネル１００より外れないように設けられている。ボタン孔
１１４は，イジェクトボタン１０２がボタン孔１１４内部で図７中の左右に摺動できるよ
うな大きさで形成される。前面パネル１００の裏側には，イジェクト手段を作動させるイ
ジェクトスイッチ（図示せず。）が配置される。イジェクトボタン１１０がボタン孔１１
４内の所定位置，例えば図７中の左側に位置しているとき，イジェクトボタン１１０は，
外部から押圧されることによって，前面パネル１００の裏側に設けられたイジェクトスイ
ッチを押圧することができる。
【００５３】
　次に，図７及び図８を参照して，本実施形態に係るイジェクトボタン１０２の動作につ
いて説明する。図７（ａ）は，ボタン部１１０がボタン孔１１４内で左側に位置している
状態を示す正面図である。図７（ｂ）は，ボタン部１１０がボタン孔１１４内で右側に位
置している状態を示す正面図である。また，図８（ａ）は，イジェクトボタン１１０がボ
タン孔１１４内で左側に位置している状態を示す断面図である。図８（ｂ）は，イジェク
トボタン１１０がボタン孔１１４内の左側で押圧された状態を示す断面図である。図８（
ｃ）は，イジェクトボタン１１０がボタン孔１１４内で右側に位置している状態を示す断
面図である。図８（ｄ）は，イジェクトボタン１１０がボタン孔１１４内の右側で押圧さ
れた状態を示す断面図である。
【００５４】
　イジェクトボタン１０２が，図７（ａ）及び図８（ａ）に示す位置にあるとき，即ち，
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イジェクトボタン１０２が，ボタン孔１１４の左側にあるとき，イジェクトボタン１０２
が押圧されると，前面パネル１００の裏側に設けられたイジェクトスイッチ（図示せず。
）が押圧される。そして，イジェクトスイッチが押圧されて，イジェクト手段が作動する
ことによって，ディスクトレイ６の保持固定が解除され，光ディスク４を取り出すことが
できる。なお，このとき，イジェクトボタン１０２を押圧しても，図８（ｂ）に示すよう
に，当接部１１２の先端部１１８はエマージェンシー解除部６４を当接することができず
，エマージェンシー解除手段は作動しない。本実施形態は，このときの動作を通常モード
として，光ディスク４の取り出しを行うことができる。
【００５５】
　次に，イジェクトボタン１０２をボタン孔１１４内で右側に摺動させて，イジェクトボ
タン１０２を図８（ｃ）に示す位置に移動させると，当接部１１２の先端部１１８がエマ
ージェンシー解除部６４と接触する。さらに，イジェクトボタン１０２を押圧すると，当
接部１１２が筐体８内部方向に押圧されて，当接部１１２の先端部１１８は，図８（ｄ）
に示すように，係合機構４０のエマージェンシー解除部６４を押圧し，エマージェンシー
解除手段を作動させることができる。本実施形態は，このときの動作をエマージェンシー
モードとして，光ディスク４の取り出しを行うことができる。
【００５６】
　以上の説明をまとめると，本実施形態においては，通常モードで，イジェクトボタン１
０２がボタン孔１１４の図７中の左側に位置するとき，イジェクトボタン１０２が押圧さ
れた場合は，前面パネル１００の裏側に配置されたイジェクトスイッチが押圧されて，デ
ィスクトレイ保持機構１８によるディスクトレイ６の保持固定が解除される。一方，イジ
ェクトボタン１０２が図７中の右側に摺動され，さらに筐体８内部方向に押圧されたとき
は，イジェクトボタン１０２の裏側に設けられた当接部１１２が移動することによって，
エマージェンシー解除部６４が押圧されて，エマージェンシーモードにより，ディスクト
レイ保持機構１８によるディスクトレイ６の保持固定が解除される。その結果，通常モー
ドではなく，光ディスク装置１の駆動が異常動作をしているときや光ディスク装置１の電
源が遮断されているとき等に，イジェクトボタン１０２を摺動させることによって，エマ
ージェンシー解除手段を作動させることができ，光ディスク４を取り出すことができる。
【００５７】
　従来，エマージェンシー解除手段を作動させるためには，エマージェンシーボタンを押
圧するため，別途にピンを用意する必要があり，さらに小さい穴にピンを通す必要があっ
たが，本実施形態によれば，迅速かつ用意にエマージェンシー解除手段を作動させること
ができる。さらに，通常モードとエマージェンシーモードのいずれにおいてもイジェクト
ボタン１０２の操作により光ディスク装置１を取り出すことができる。従って，同一のボ
タンで通常モードとエマージェンシーモードの２つの機能を果たすことが可能となる。
【００５８】
　また，本実施形態においては，エマージェンシー解除部６４が隠蔽されているため，エ
マージェンシー解除部６４の位置を外観から認識することができない。従って，本実施形
態に係る光ディスク装置１の構造を知らない第三者は，エマージェンシー解除手段によっ
て，光ディスク装置１に収容された光ディスク４を取り出すことができない。そのため，
光ディスク４の盗難防止を図ることができる。
【００５９】
　次に，本実施形態に係る光ディスク装置のイジェクトボタンの変更例について説明する
。図９は，本実施形態に係る前面パネルの変更例を示す正面図である。図１０は，本実施
形態に係る前面パネルの変更例を示す断面図であって，図７中に示す一点鎖線ＩＩ－ＩＩ
に沿った断面を示す図である。ここで，図１０（ａ），（ｂ）は図９（ａ）の状態に対応
しており，図１０（ｃ），（ｄ）は図９（ｂ）の状態に対応している。
【００６０】
　図７及び図８で説明した実施形態は，イジェクトボタン１０２が前面パネル１００面内
で左右に摺動するように構成されているが，以下に示す変形例は，イジェクトボタン１０
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４が前面パネル１００面内で上下に摺動するように構成される。
【００６１】
　前面パネル１００には，図１０に示すように，光ディスク４のイジェクト操作をするた
めのイジェクトボタン１０４と，イジェクトボタン１０４を前面パネル１００面内で摺動
することができるボタン孔１２４とが設けられる。イジェクトボタン１０２は，前面パネ
ル１００の前面に露出したボタン部１１０と，エマージェンシー解除部６４を当接する当
接部１２２と，ボタン部１２０の裏側に設けられたボタン押さえ材１２６とを有する。そ
して，ボタン孔１２４は，イジェクトボタン１０４がボタン孔１２４内部で図９中の上下
に摺動するような大きさで形成される。
【００６２】
　次に，図９及び図１０を参照して，本実施形態に係るイジェクトボタン１０４の動作に
ついて説明する。図９（ａ）は，ボタン部１２０がボタン孔１２４内で上側に位置してい
る状態を示す正面図である。図９（ｂ）は，ボタン部１２０がボタン孔１２４内で下側に
位置している状態を示す正面図である。また，図１０（ａ）は，イジェクトボタン１２０
がボタン孔１２４内で上側に位置している状態を示す断面図である。図１０（ｂ）は，イ
ジェクトボタン１２０がボタン孔１２４内の上側で押圧された状態を示す断面図である。
図１０（ｃ）は，イジェクトボタン１２０がボタン孔１２４内で下側に位置している状態
を示す断面図である。図１０（ｄ）は，イジェクトボタン１２０がボタン孔１２４内の右
側で押圧された状態を示す断面図である。
【００６３】
　この変更例の場合も，図９（ａ），図１０（ａ），図１０（ｂ）に示す位置にイジェク
トボタン１０４がある場合は，イジェクトボタン１０４を押圧すると前面パネル１００の
裏側に設けられたイジェクトスイッチを押圧し，ディスクトレイ保持機構１８によるディ
スクトレイ６の保持固定が解除される。一方，図９（ｂ），図１０（ｃ），図１０（ｄ）
に示す位置にイジェクトボタン１０４がある場合は，イジェクトスイッチは押圧されず，
係合機構４０のエマージェンシー解除部６４が，イジェクトボタン１０４に形成された当
接部１２２の先端部１２８によって押圧され，ディスクトレイ保持機構によるディスクト
レイ６の保持固定が解除される。
【００６４】
　従来，エマージェンシー解除手段を作動させるためには，エマージェンシーボタンを押
圧するため，別途にピンを用意する必要があり，さらに小さい穴にピンを通す必要があっ
たが，本実施形態によれば，迅速かつ用意にエマージェンシー解除手段を作動させること
ができる。さらに，通常モードとエマージェンシーモードのいずれにおいてもイジェクト
ボタン１０２の操作により光ディスク装置１を取り出すことができる。従って，同一のボ
タンで通常モードとエマージェンシーモードの２つの機能を果たすことが可能となる。
【００６５】
　また，本実施形態においては，エマージェンシー解除部６４が隠蔽されているため，エ
マージェンシー解除部６４の位置を外観から認識することができない。従って，本実施形
態に係る光ディスク装置１の構造を知らない第三者は，エマージェンシー解除手段によっ
て，光ディスク装置１に収容された光ディスク４を取り出すことができない。そのため，
光ディスク４の盗難防止を図ることができる。
【００６６】
（第２の実施形態）
　次に，図１１及び図１２を参照して，本発明の第２の実施形態に係る光ディスク装置の
イジェクトボタンについて説明する。図１１は，本実施形態に係る前面パネルを示す正面
図である。図１２は，本実施形態に係る前面パネルを示す側面図である。
【００６７】
　前面パネル１００には，図１１及び図１２に示すように，光ディスク４のイジェクト操
作をするためのイジェクトボタン２０２と，イジェクトボタン２０２を前面パネル１００
面内で摺動することができるボタン孔２１４とが設けられる。
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【００６８】
　イジェクトボタン２０２は，前面パネル１００の前面に露出したボタン部２１０と，エ
マージェンシー解除部６４を当接する連結ピン２１２と，連結ピン２１２の一端と当接す
るカム部材２１６，２１８とを有する。ボタン部２１０は，ボタン孔２１４に挿入されて
いる。ボタン部２１０は，ボタン孔２１４内で図１１中の上下方向，及び筐体８に対して
内部方向又は外部方向に摺動可能であり，イジェクトボタン２０２の位置を移動させるこ
とができる。
【００６９】
　カム部材２１６，２１８は，一端がボタン部２１０と接続されている。カム部材２１６
，２１８の斜面カム２２０，２２２は，連結ピン２１２の端部２２４と接するように設け
られており，連結ピン２１２移動方向と斜交するように設けられている。カム部材２１６
の斜面カム２２０は，イジェクトボタン２０２を前面から見て，ボタン部２１０との接続
側から次第に上昇するように形成され，カム部材２１８の斜面カム２２２は，反対に次第
に下降するように形成される。本実施形態では，カム部材２１６，２１８は，同形状の斜
面カム２２０，２２２を有しており，斜面カム２２０，２２２は，イジェクトボタン２０
２の中心線を中心として対称となるように互いに向かい合って配置される。
【００７０】
　連結ピン２１２は，筐体８の内部側において，係合機構４０のエマージェンシー解除部
６４とイジェクトボタン２０２との間に設けれる。連結ピン２１２の長さは，後述するイ
ジェクトボタン２０２の操作に応じて移動する斜面カム２２０，２２２と，エマージェン
シー解除部６４との位置関係によって決定される。連結ピン２１２は，斜面カム２２０，
２２２と当接しながら，直線状の動作ができるように配置される。ボタン孔２１４は，図
１１に示すように，イジェクトボタン２０２がボタン孔２１４内部で図１１中の上下に摺
動するような大きさで形成される。
【００７１】
　前面パネル１００の裏側には，イジェクト手段を作動させるイジェクトスイッチ（図示
せず。）が配置される。イジェクトボタン２１０がボタン孔２１４の所定位置，例えば中
央部に位置しているとき，イジェクトボタン２１０は，押圧されることによって，前面パ
ネル１００の裏側に設けられたイジェクトスイッチを押圧することができる。そして，イ
ジェクトスイッチが押圧されると，イジェクト手段が作動することによって，ディスクト
レイ６の保持固定が解除され，光ディスク４を取り出すことができる。
【００７２】
　次に，図１１及び図１２を参照して，本実施形態に係るイジェクトボタン２０２の動作
について説明する。図１１（ａ）は，イジェクトボタン２１０がボタン孔２１４内で中間
に位置している状態を示す正面図である。図１１（ｂ）は，イジェクトボタン２１０がボ
タン孔２１４内で下側に位置している状態を示す正面図である。図１１（ｃ）は，イジェ
クトボタン２１０がボタン孔２１４内で上側に位置している状態を示す正面図である。ま
た，図１２（ａ）は，イジェクトボタン２１０がボタン孔２１４内で中間に位置している
状態を示す側面図である。図１２（ｂ）は，イジェクトボタン２１０がボタン孔２１４内
で中間から下方向へ移動している経過を示す側面図である。図１２（ｃ）は，イジェクト
ボタン２１０がボタン孔２１４内で下側に位置している状態を示す側面図である。図１２
（ｄ）は，イジェクトボタン２１０がボタン孔２１４内で上側に位置している状態を示す
側面図である。
【００７３】
　イジェクトボタン２０２が，図１１（ａ）及び図１２（ａ）に示す位置にあるとき，即
ち，イジェクトボタン２０２が，ボタン孔２１４の中間部にあるとき，イジェクトボタン
２０２が押圧されると，前面パネル１００の裏側に設けられたイジェクトスイッチ（図示
せず。）が押圧される。そして，イジェクトスイッチが押圧されて，イジェクト手段が作
動することによって，ディスクトレイ６の保持固定が解除され，光ディスク４を取り出す
ことができる。なお，このとき，イジェクトボタン２０２を押圧しても，カム部材２１６
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，２１８は連結ピン２１２を当接することができず，エマージェンシー解除手段は作動し
ない。このときの動作を通常モードとして，光ディスク装置１における光ディスク４の取
り出しを行うことができる。
【００７４】
　次に，イジェクトボタン２０２をボタン孔２１４内で下側に摺動させて，イジェクトボ
タン２０２を図１２（ｂ）に示す位置に移動させると，カム部材２１６の斜面カム２２０
が連結ピン２１２の一側の端部２２４と接触する。さらに，イジェクトボタン２０２を下
側に摺動させると，連結ピン２１２は，カム部材２１６の斜面カム２２０によって押圧さ
れて，イジェクトボタン２０２側から係合機構４０側へ直線的に移動する。そして，連結
ピン２１２の他側の端部２２６は，図１２（ｃ）に示すように，係合機構４０のエマージ
ェンシー解除部６４に当接し，エマージェンシー解除手段を作動させることができる。本
実施形態は，このときの動作をエマージェンシーモードとして，光ディスク４の取り出し
を行うことができる。
【００７５】
　以上，イジェクトボタン２０２をボタン孔２１４内で下側に摺動させる場合について説
明したが，本実施形態では，図１１（ｃ）及び図１２（ｄ）に示すように，イジェクトボ
タン２０２を上側に摺動させることができる。そして，この場合は，カム部材２１８の斜
面カム２２２が連結ピン２１２を押圧する。その結果，上記と同様に，連結ピン２１２が
エマージェンシー解除部６４に当接して，エマージェンシー解除手段を作動させることが
できる。
【００７６】
　以上の説明をまとめると，本実施形態においては，通常モードで，イジェクトボタン２
０２がボタン孔２１４の中間部に位置するとき，イジェクトボタン２０２が押圧された場
合は，前面パネル１００の裏側に配置されたイジェクトスイッチが押圧されて，ディスク
トレイ保持機構１８によるディスクトレイ６の保持固定が解除される。一方，イジェクト
ボタン２０２が下側又は上側に摺動されたときは，前面パネル１００の裏側に配置された
連結ピン２１２が移動することによって，エマージェンシー解除部６４が押圧されて，エ
マージェンシモードにより，ディスクトレイ保持機構１８によるディスクトレイ６の保持
固定が解除される。その結果，通常モードではなく，光ディスク装置１の駆動が異常動作
をしているときや光ディスク装置１の電源が遮断されているとき等に，イジェクトボタン
２０２を摺動させることによって，エマージェンシー解除手段を作動させることができ，
光ディスク４を取り出すことができる。
【００７７】
　従来，エマージェンシー解除手段を作動させるためには，エマージェンシーボタンを押
圧するため，別途にピンを用意する必要があり，さらに小さい穴にピンを通す必要があっ
たが，本実施形態によれば，迅速かつ用意にエマージェンシー解除手段を作動させること
ができる。さらに，通常モードとエマージェンシーモードのいずれにおいてもイジェクト
ボタン１０２の操作により光ディスク装置１を取り出すことができる。従って，同一のボ
タンで通常モードとエマージェンシーモードの２つの機能を果たすことが可能となる。
【００７８】
　また，本実施形態においては，エマージェンシー解除部６４が隠蔽されているため，エ
マージェンシー解除部６４の位置を外観から認識することができない。従って，本実施形
態に係る光ディスク装置１の構造を知らない第三者は，エマージェンシー解除手段によっ
て，光ディスク装置１に収容された光ディスク４を取り出すことができない。そのため，
光ディスク４の盗難防止を図ることができる。
【００７９】
　なお，本実施形態では，イジェクトボタン２０２に２つの斜面カム２２０，２２２が設
けられる場合について説明したが，この例に限定されず，いずれか１つの斜面カムのみが
設けられるとしてもよい。また，本実施形態では，斜面カム２２０，２２２をイジェクト
ボタン２０２の上下方向に取り付けることにより，イジェクトボタン２０２をボタン孔２
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１４内で上下方向に摺動する場合について説明したが，この例に限定されず，斜面カムを
イジェクトボタン２０２の左右方向に取り付けることにより，イジェクトボタン２０２を
ボタン孔２１４内で左右に摺動することができる構成としてもよい。
【００８０】
（第３の実施形態）
　次に，図１３を参照して，本発明の第３の実施形態に係る光ディスク装置のイジェクト
ボタンについて説明する。図１３は，本実施形態に係る前面パネルを示す正面図である。
前面パネル１００には，図１３に示すように，光ディスク４のイジェクト操作をするため
のイジェクトボタン３１０と，イジェクトボタン３１０を前面パネル１００面内で摺動す
ることができるボタン孔３１４とが設けられる。
【００８１】
　イジェクトボタン３１０は，前面パネル１００の前面に露出しており，ボタン孔３１４
に接して設けられる。イジェクトボタン３１０の裏側には，イジェクト手段を作動させる
イジェクトスイッチが配置される。イジェクトボタン３１０がボタン孔３１４の一側，例
えば図１３中の右側に位置しているとき，イジェクトボタン３１０は，押圧されることに
よって，前面パネル１００の裏側に設けられたイジェクトスイッチを押圧することができ
る。ボタン孔３１４は，図１３に示すように，イジェクトボタン３１０がボタン孔３１４
内部で図１３中の左右に摺動するような大きさで形成される。
【００８２】
　また，前面パネル１００の裏側には，エマージェンシー解除部６４を当接することがで
きるエマージェンシーボタン３１２が配置される。そして，エマージェンシーボタン３１
２は，イジェクトボタン３１０を摺動することによって，エマージェンシーボタン３１２
を隠蔽したり露出したりできるような位置に配置される。
【００８３】
　次に，図１３を参照して，本実施形態に係るイジェクトボタン３１０の動作について説
明する。図１３（ａ）は，イジェクトボタン３１０が，ボタン孔３１４内で右側に位置し
ているときを示す図である。図１３（ｂ）は，イジェクトボタン３１０が，ボタン孔３１
４内で左側に位置しているときを示す図である。イジェクトボタン３１０が，図１３（ａ
）に示す状態にあるとき，イジェクトボタン３１０が押圧されると，前面パネル１００の
裏側に設けられたイジェクトスイッチ（図示せず。）が押圧される。そして，イジェクト
スイッチが押圧されて，イジェクト手段が作動することによって，ディスクトレイ６の保
持固定が解除され，光ディスク４を取り出すことができる。なお，このとき，イジェクト
ボタン３１０を押圧しても，エマージェンシーボタン３１２を押圧することはできない。
【００８４】
　一方，イジェクトボタン３１０を図１３（ａ）の状態から図１３中の左側に摺動させる
と，前面パネル１００の裏側に設けられたエマージェンシーボタン３１２が露出する。こ
のとき，別途に用意したピン等によってエマージェンシーボタン３１２を押圧することに
よって，エマージェンシー解除手段を作動させることができ，光ディスク装置１の駆動が
異常動作をしているときや光ディスク装置１の電源が遮断されているとき等に，光ディス
ク４を取り出すことができる。
【００８５】
　本実施形態において，イジェクトボタン３１０が図１３中の右側にあるときは，エマー
ジェンシーボタン３１２が隠蔽されているため，エマージェンシーボタン３１２の位置を
外観から認識することができない。そのため，本実施形態に係る光ディスク装置１の構造
を知らない第三者は，光ディスク装置１に収容された光ディスク４を取り出すことができ
ず，光ディスク４の盗難を防止することができる。
【００８６】
　なお，本実施形態では，イジェクトボタン３１０を左に摺動することによって，エマー
ジェンシーボタン３１２が露出する例について説明したが，この例に限定されず，イジェ
クトボタン３１０を右側，上側又は下側に摺動することによってエマージェンシーボタン
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３１２を露出する構成としてもよい。
【００８７】
　以上，添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが，本発明は
かかる例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば，特許請求の範囲に記載
された範疇内において，各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり，そ
れらについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る光ディスク装置が搭載されたノート型パソコンを
示す斜視図である。
【図２】同実施形態に係る光ディスク装置を示す分解斜視図である。
【図３】同実施形態に係るディスクトレイの裏面を示す平面図である。
【図４】同実施形態に係るディスクトレイの裏面を示す平面図である。
【図５】同実施形態に係る係合機構を示す平面図である。
【図６】同実施形態に係る係合機構を示す平面図である。
【図７】同実施形態に係る前面パネルを示す正面図である。
【図８】同実施形態に係る前面パネルを示す断面図である。
【図９】同実施形態に係る前面パネルの変更例を示す正面図である。
【図１０】同実施形態に係る前面パネルの変更例を示す断面図である。
【図１１】本発明の第２の実施形態に係る前面パネルを示す正面図である。
【図１２】本発明の第２の実施形態に係る前面パネルを示す側面図である。
【図１３】本発明の第３の実施形態に係る前面パネルを示す正面図である。
【符号の説明】
【００８９】
　１　　　光ディスク装置
　２　　　ノート型パソコン
　４　　　光ディスク
　６　　　ディスクトレイ
　６ａ　　　前面
　６ｂ　　　主面
　６ｃ　　　裏面
　６ｄ　　　背面
　８　　　筐体
　８ａ　　　カバー部
　８ｂ　　　本体部
　１０　　　光ピックアップユニット
　１２　　　収納凹部
　１４　　　開口部
　１６　　　ガイド突条
　１８　　　保持機構
　２０　　　ガイド部材
　２２　　　ストッパー片
　２４　　　収納部
　２６　　　係合突起
　２８ａ　　　背面壁
　２８ｂ，２８ｃ　　　側壁
　３０　　　ガイドレール
　３０ａ　　　凹部
　３４　　　配線基板
　３６　　　係合凸部
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　３８　　　ＦＰＣ
　４０　　　係合機構
　４２　　　係合片
　４４　　　回動片
　４６　　　鉄芯コイル
　４７　　　プランジャー
　４７ａ　　　接続孔
　４８　　　押圧片
　５０　　　付勢機構
　５２　　　ばね収納部
　５２ａ　　　収納壁
　５２ｂ　　　挿通孔
　５２ｃ　　　段差部
　５４　　　コイルばね
　５６　　　押し出し部材
　５６ａ　　　フランジ
　６０　　　係合部
　６１　　　胴体部
　６２　　　支柱部
　６３　　　接触部
　６４　　　エマージェンシー解除部
　６５　　　捻りコイルばね
　６６　　　傾斜面
　７１　　　規制突部
　７２　　　支柱部
　７３　　　接触部
　７４　　　接続部
　７４ａ　　　突起部
　７５　　　捻りコイルばね
　７６　　　膨出部
　７７　　　スリット
　８０　　　コイル
　８２　　　鉄芯
　８５　　　挿通軸
　８９　　　アーム部
　９０　　　支柱部
　９１　　　押圧部
　９２　　　捻りコイルばね
　９５　　　係止部材
　９５ａ，９５ｂ　　　係止片
　９６　　　ストッパー
　９７　　　ストッパー壁
　１００　　　前面パネル
　１０２，１０４，２０２，３１０　　　イジェクトボタン
　１１０，１２０，２１０　　　ボタン部
　１１２，１２２　　　当接部
　１１４，１２４，２１４，３１４　　　ボタン孔
　１１６，１２６　　　ボタン押さえ材
　１１８，１２８　　　先端部
　１５０　　　カバー部材
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　１５２　　　底板
　１５４　　　ディスクテーブル
　１５６　　　対物レンズ
　１５８　　　開口部
　１５８ａ　　　矩形開口部
　１５８ｂ　　　円形開口部
　２１２　　　連結ピン
　２１６，２１８　　　カム部材
　２２０，２２２　　　斜面カム
　２２４，２２６　　　端部
　３１２　　　エマージェンシーボタン

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】



(21) JP 4556909 B2 2010.10.6

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００１－１６７４９６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ１１Ｂ　　１７／０５６　　　
              Ｇ１１Ｂ　　３３／０２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

